


3.商品別売上高比率

部門

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

ファイバー 18,626 12.8% 16,836 14.1% ＋1,789 33,053 14.0%

綿花羊毛 5,498 3.8% 6,331 5.3% ▲833 11,591 4.9%

テキスタイル 14,144 9.7% 12,501 10.5% ＋1,643 22,905 9.7%

アパレル 18,047 12.4% 15,128 12.7% ＋2,920 31,010 13.1%

物資 6,108 4.2% 6,251 5.2% ▲143 12,831 5.4%

機材 9,992 6.8% 9,703 8.1% ＋289 18,244 7.7%

情報機材 12,396 8.5% 9,496 8.0% ＋2,900 21,292 9.0%

ケミカル 42,785 29.3% 28,330 23.7% ＋14,455 54,926 23.2%

プラスチック 18,309 12.5% 14,707 12.3% ＋3,602 30,531 12.9%

合計 145,905 100.0% 119,284 100.0% ＋26,621 236,383 100.0%

4.形態別売上高比率

形態

金額 構成比 金額 構成比 金額 比率

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

輸出 50,413 34.6% 43,158 36.2% ＋7,256 80,642 34.1%

三国間 21,684 14.9% 15,270 12.8% ＋6,414 31,262 13.2%

輸入 26,626 18.2% 20,578 17.3% ＋6,048 45,600 19.3%

国内 47,182 32.3% 40,278 33.8% ＋6,903 78,880 33.4%

合計 145,905 100.0% 119,284 100.0% ＋26,621 236,383 100.0%

前期

(H15.4.1-H16.3.31)

当中間期

(H16.4.1-H16.9.30)

前年中間期

(H15.4.1-H15.9.30)
増減金額

当中間期 前年中間期 前期

(H16.4.1-H16.9.30) (H15.4.1-H15.9.30) (H15.4.1-H16.3.31)
増減金額

-２-







平成１６年１１月９日
東レインターナショナル株式会社

平成１７年３月期 中間

営業の概況

１．営業の経過および成果

国内景気回復傾向の中、業容は全般に好調に推移しました。繊維においては、アパレルＯＥＭ事業
の拡大、輸出テキスタイルの健闘、産資分野ファイバーの拡大を牽引役に好調に推移し前年比9.4%の
増収を達成しました。非繊維においても、ケミカルでの合繊原料価格の上昇及び取扱拡大、並びに複
合材料分野での東レからの一部商内移管、又ＩＴ関連分野を含むプラスチック、情報通信機材分野の
伸張から、前年比34.1%の大幅な増収となりました。
この結果、当期中間の売上高（実質売上高とインデント手数料収入の合計額）は前年比22.3％増の
145,905百万円と大幅な増収(+26,621百万円)を実現することができました。
事業拡大に伴い、販売費及び一般管理費は前年比16.4%増加しましたが、粗利益が前年比20.3%増加
するなど、利益の増加がこれを上回り、営業利益は前年比30.7％増の1,596百万円、経常利益は前年
比59.6％増の1,743百万円、当期利益は前年比81.4％増の960百万円といずれも大幅な増益を達成する
ことができました。

２．部門別の営業概況

［合繊ファイバー］

衣料用途では、輸出、輸入は東レ（株）の長・短繊維やスパンデックス加工糸を中心に、総じて堅
調に推移しました。国内は寝装用途，靴下用途が減少した一方，ストレッチ商品や資材用途が好調で
した。
産業資材用途では、エアバック用ナイロンの安定出荷が実現し、カーシート用ＰＥＴが拡大｡また､
東レの海外生産移管品種の拡大に伴い、日本向け産業用ナイロン、ポリエステルの輸入等のグローバ
ルオペレーションも増大しました。スリングの商内は、高機能素材使用軽量化ベルトを積極展開し､
景気回復の環境もプラスとなり、好調に推移しました｡
以上の結果、売上高は前年比10.6%増の18,626百万円となりました。

［綿花・羊毛］

綿花相場は、北半球綿花の新綿の植付け及びその後の天候がおおむね順調で、豊作が明らかになる
につれ、相場下落したためこの影響を主因に減収となりましたが、利益面では前年比微減にとどめま
した。羊毛は、一部の国内ユーザーが事業収束したものの、他社での事業継承が決定したため今後の
大きな規模縮小は避けられる見通しとなりました。
その結果、売上高は前年比13.2%減の5,498百万円となりました。

[テキスタイル］

輸出洋装は、中国向け商内、欧州向けベターゾーン商内、イタリー向け資材用途及びエクセーヌ商
内がそれぞれ堅調でした。スポーツ輸出は積極的に新規顧客開拓、拡販に注力した結果、大幅な増収
を達成。三国間、国内の商内はカジュアル､婦人服用途で大幅な拡販を実現､合皮基材用トリコットな
ど資材用途も安定し､利益貢献しました。
この結果、テキスタイル全体では売上高は前年比13.1%増の14,144百万円となりました。

［アパレル］

全般市況はまだら模様でしたが、当社アパレル事業で主力としているＯＥＭ事業は順調であり、そ
の中でも特に大手ＳＰＡ向け及びスポーツアパレル向けが好調に推移しました。
この結果、売上高は前年比19.3%増の18,047百万円となりました。

［物 資］

中国での委託加工生産の原皮商内が順調に伸び、更に製品商内の拡大、新規取組みの開拓などで堅
調に推移しました。
インテリア事業では、組織の再編成を機に、商材の取捨選択、新規商材の開拓、札幌駐在の合理化
対策等、事業の再構築を行いました。
以上の結果、当期の売上高は前年比2.3%減の6,108百万円となりました。



［機 材］

東レグループでの中国・タイ向け機材輸出プロジェクトが３件進展し、東レグループ向け機器は堅
調でしたが、東レグループ外向けの中国向けをメインとしている機材輸出は４月以降の中国での金融
引締の影響もあって、設備投資の中止・延期が相次いだため、低調にとどまりました。
以上の結果、売上高は前年比3.0%増の9,992百万円となりました。

［情報機材］

電材、液晶関連機材は携帯電話、パソコン用ＬＣＤの在庫調整から、７月以降ＩＣキャリアテープ
等のＴＡＢ関連材料の売上高が減少しました。電子回路材料の銅張ポリイミドフィルム、液晶テレビ
用カラーフィルターはいずれも好調でした。また、印写材料、水処理も共に堅調で売上に貢献しまし
た。ＩＣタグは評価用機器の販売が一巡し減少しましたが、実証実験は順調に進展しています。
この結果、売上高は前年比30.5%増の12,396百万円となりました。

［ケミカル］

テレフタル酸及び、エチレングリコール等の合繊原料は値上がりが続いていますが、荷動きは堅調
に推移しました。医農薬原料用ケミカル製品及び、ポリサルファイドポリマーの欧米向け出荷も順調
でした。トレカ複合材料関連は中国・アジア向けトレカ糸、プリプレグ、スポーツ材料、パソコン用
筐体を中心に好調を維持しました。また、前期より開始しました中国向け鉄鋼輸出商内は価格高騰か
ら限定的な取引に終わりました。
以上の結果、売上高は前年比51.0%増の42,785百万円となりました。

［プラスチック］

原料の高騰を受け樹脂、フィルム製品の価格は騰勢を続け、全般には中国、アジアを中心に好調に
推移しました。また、樹脂・フィルムとも客先の生産拠点の海外への移動等に対して、輸入代行・三
国間対応を行うことで取り組み拡大に成功しました。
以上の結果、売上高は前年比24.5%増の18,309百万円となりました。

以 上


